
ワークサンプル幕張版 (Makuhari Work Sample (MWS))
改訂・新ワークサンプル開発

ご 案 内

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 障害者職業総合センター研究部門
National Institute of Vocational Rehabilitation

ワークサンプル幕張版（MWS）とは

障害者職業総合センター障害者支援部門で開発された「職場適応促進
のためのトータルパッケージ」を構成するツールのひとつです。
様々な職務に対応できるワークサンプルとして、職業能力の評価だけ

でなく作業上必要となるスキルや環境（補完手段・行動、支援方法等）
を明らかにしたり、作業遂行力を高めていくためのトレーニングができ
るツールです。

対 象 者

・就職を目指している障害のある方
・職場復帰を目指している休職中の方 など



ワークサンプル幕張版（MWS）の特徴

（参考）職場適応促進のためのトータルパッケージとは

ワークサンプル幕張版については、当研究部門ホームページをご覧ください。
http://www.jeed.or.jp

お問い合わせ先

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 障害者職業総合センター研究部門
National Institute of Vocational Rehabilitation

対象者が自らの課題に気づき、より正確に作業を行うための補完方法やス
トレスに対する対処方法、疲労に対する休憩の取り方を考え実践をしたり自
律的な行動ができるように支援するための職業リハビリテーション技法のひ
とつです。効果的な指示の出し方や作業量の把握など､職場適応に必要となる
環境や配慮事項を明らかにすることも目指しています。

障害者職業総合センター 研究部門 障害者支援部門

（2019年度中に発売開始予定）

※新ワークサンプルのご活用をお考えの方は、調査研究報告書№145及び
新規課題（簡易版）携帯用マニュアル（仮）で詳細をご確認いただけます。

・簡易版（作業体験・職業評価）
・訓練版（作業能力向上等）
・作業を通じた個人の変化に着目

・13種類のワークサンプルから選択
・ワークサンプルごとにレベルを設定（易→難）

・作業結果（正答率、作業時間、
エラー内容など）による判断
　　具体的フィードバックへ



 従来のワークサンプルより難易度が高く、より実務に即した新たなワーク
サンプルを開発して欲しいとの要望に応えるため、これまでのワークサン
プルに比べて読解力、注意力、判断力などを必要とする「給与計算」、
「文書校正」、「社内郵便物仕分」の３つの新たなワークサンプルを開発
しました。

 新たなワークサンプルは図表等の資料や手引書等を参考にしながら行う作
業を想定し、「サブブック」を参考にしながら作業を行います。「文書に
記載されたルールを理解する力」、「理解したルールを的確に運用する
力」の把握を狙いとしています。

新ワークサンプルの概要

領
域

ワークサンプル

容内称名

OA
作
業

給
与
計
算

画面に表示された社員１名分のデータをもとに、給与計算に必要
な各項目の値を計算し、指定されたセルに入力する

計算方法を記載したサブブックと保険料額表等の各種表を参照し
ながら作業を行う

事
務
作
業

文
書
校
正

コラム、事務文書、報告書などの印刷物を用いて校正作業を行う
原稿と校正刷の文字等を引き合わせ、サブブックや報告書作成規
定に従い、校正記号を用いて校正刷の誤りを修正する

実
務
作
業

社
内
郵
便
物
仕
分

仮想の会社に届いた葉書や封筒等の郵便物を、宛先に書かれた部
署（部・課等）や個人名を見て、正しいフォルダーまたはボック
スに仕分ける

サブブック内の仕分のルールに従い、組織図・社員名簿・
あいうえお索引を参照しながら、正確に仕分ける

※ 新規ワークサンプルのご購入をお考えの方は、調査研究報告書№145及び新
規課題携帯用マニュアル（簡易版）で詳細をご確認いただけます。



新ワークサンプル幕張版（ MWS ）の構成

社内郵便物仕分

※イメージ図です

容   内名ルプンサクーワ
数値入力（改訂） 画面に表示された数値を、表計算ワークシートに入力する

文書入力 画面に表示された文章を、枠内に入力する

コピー＆ペースト 画面に表示されたコピー元をコピー先の指定箇所にペーストする

ファイル整理 画面に表示されたファイルを、該当するフォルダに分類する
検索修正（改訂） 指示書に基づき、データを呼び出し、修正をする

給与計算（新規）
給与計算の手続きを記載したサブブックに従い、保険料額表などを参照しなが
ら、給与計算に必要な各項目の値を算出し、指定されたセルに入力する

数値チェック（改訂） 納品書にそって、請求書の誤りをチェックし、訂正する

物品請求書作成（改訂） 指示された条件にそって、物品請求書を作成する
作業日報集計 指示された日時・人に関する作業日報を集計する

ラベル作成 ファイリング等に必要なラベルを作成する

文書校正（新規）
文書校正の手続きを記載したサブブックと報告書作成規定に従い、文書の校正
作業を行う

ナプキン折り 折り方ビデオを見た後、ナプキンを同じ形に折る
ピッキング（改訂） 指示された条件にそって、品物を揃える

重さ計測 指示された条件にそって、秤で品物の重さを計量する
プラグタップ組立 ドライバーを使い、プラグ、タップを組み立てる

社内郵便物仕分(新規)
サブブック内の仕分のルール・組織図・社員名簿・あいうえお索引に従って、
郵便物を宛先の仕分フォルダー・ボックスに入れる

О
Ａ
作
業

実
務
作
業

事
務
作
業



給与計算

※イメージ図です

※イメージ図です

新ワークサンプルの内容

文書校正

校正刷



改訂・新ワークサンプル開発のポイント

就職を目指す障害のある方に加えて、成人後に発達障害と診断を受けた方
や精神疾患等により休職し職場復帰を目指している方など支援機関を利用す
る対象者が変化してきたこと

領域 ワークサンプル名
レベル

（難易度の高い
レベルの増設）

各レベルのブロック数
（問題の増量）

OA作業
数値入力 ６ → ８ 12 → 20
検索修正 ５ → ６ 20 → 40

事務作業
数値チェック ６ → ８ 12 → 40
物品請求書作成 ５ → ６ 10 → 40

実務作業 ピッキング ５ → ７

レベル ブロック数

１～３ 15 → 20
４～５ 16 → 20
６ 20
７ 15

改訂の概要

 MWS開発のコンセプトを維持しつつ利用率の高さ、改訂要望の多さなどを
考慮して検討を重ね、数値入力、検索修正、数値チェックなど下表のワー
クサンプルについて次の改訂を行いました。

 改訂した内容
①難易度の高いレベルを追加
②各レベルのブロック数（問題数）を増量

○ 活用範囲の拡大
福祉、教育、医療、能力開発など様々な支援機関でMWSが活用されるように

なったこと

○ 対象者の変化

○ 要望の高まり
MWSを活用する範囲がひろがったこと、支援機関を利用する対象者が変化

したことにより、MWSを効果的に活用できるようワークサンプルの内容や難
易度の見直し、新ワークサンプル開発への要望が高まったこと


